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第6回 :2008年 9月8日 (月)
GordonBurghardt(アメリカ ･テネシー大学)
rTowardsa deep evolutionary psychology:The
chalengeoranimalplay｣
節 7回 :2008年 10月2日 (火)
木下充代 (総合研究大学院大学先導科学研究科)
｢アゲハの色覚と網膜構成｣
第8回 :2008年 10月30日 (木)
寺井洋平 (東京工業大学大学院生命理工学研究科)
｢視覚の適応が引き起こすシクリッドの種分化｣


























































The PaleoenvironmentalAnalysIS Ofthe Late







































































Japanese･speaking autistic children talk about
psychologicalstates:aco叩uS･basedapproach
10) 油田玲子 (認知学習分野/大学院生)
なぜ自分のだとわかる7-手番き文字による自
己I朋Rの知詑
Whywecanidentifyourownhandwriting?Self
proccsslnginhandwritingbyERPanalysis
ll) ○江木直子(系統発生分野/教員),荻原直道 (京
都大･理/教fl),矢野航 (京都大 ･理/大学院
生)
ニホンザル践骨内部析出の胎児期から幼児期に
おける成長変化
Growthchangeorcalcanealintemalstmcturein
Japanesemacaquesduringfetaltojuvenileperiods
霊長類学総合ゼミナールは,研究所内ティーチン
グ･アシスタントを中心に,大学院生主体で開催される
研究会である.形式や発表内容など企画段階から大学院
生にすべて委ねられており,本年度も例年通りのミニシ
ンポジウムという形式を取って行なわれた.歪長類研究
所では,ミクロからマクロまで霊長類に関わる様々な研
究が行われており,本ゼミナールは若手研究者が分野を
問わず研究内容を発表し合い,議論を深めることを目的
とするものである.本年度は,｢私たちが明らかにした
こと,私が明らかにすること｣というテーマに沿って博
士課程2年目の大学院生が口頭発表を,また修士課程 1
年および博士課程 1年の大学生,ならびに一部の教員が
ポスター発表を行なった.
所内TA:張鵬,兼子峠明,舛藤梓,油田晶子
